
《や
ま
も
と
・さ
こ
ん
》

愛
知
県
豊
橋
市
出
身
。
１
９
８
２
年
７
月

９
日
生
ま
れ
。
４
３
歳
。
豊
橋
南
高
校
卒

業
、
南
山
大
学
。
１
１
歳
、
レ
ー
シ
ン
グ

キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
。
１
９
歳
、
単
身
渡
欧
。

２
４
歳
、
当
時
日
本
人
最
年
少
Ｆ
１
ド
ラ

イ
バ
ー
デ
ビ
ュ
ー
。
３
０
歳
、
帰
国
後
、
医

療
介
護
福
祉
の
世
界
に
。
医
療
法
人
・社

会
福
祉
法
人
さ
わ
ら
び
グ
ル
ー
プ
の
統

括
本
部
長
就
任
。
２
０
１
９
年
第
２
５
回

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
（比
例
代
表
）に

自
民
党
公
認
で
立
候
補
し
、
落
選
。
２
０

２
１
年
第
４
９
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

（東
海
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
代
表
）に
自
民
党
公

認
で
立
候
補
し
初
当
選
。
当
選
直
後
か

ら
、
合
成
燃
料
の
国
産
化
の
必
要
性
を

訴
え
、
３
年
以
内
に
日
本
初
の
実
証
プ
ラ

ン
ト
の
稼
動
を
実
現
し
た
。
ま
た
、
２
０

２
２
年
８
月
、
初
当
選
後
一
年
に
満
た
な

い
中
、
文
部
科
学
大
臣
政
務
官

兼

復
興

大
臣
政
務
官

に
異
例
の
抜
擢
。
科
学
技

術
・文
化
の
担
務
を
中
心
に
活
躍
。
２
０

２
４
年

第

５
０ 

回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

に
て
落
選
。
２
０
２
６
年
第
５
１
回
衆
議
院

議
員
総
選
挙
に
て
２
期
目
の
当
選
。
英
語
、

ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
。
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《
緊
迫
す
る
国
際
情
勢
と
日
本
の
資
源
》

現
在
、
中
東
・ホ
ル
ム
ズ
海
峡
を
め
ぐ
る

情
勢
は
予
断
を
許
さ
ず
、
原
油
輸
入
の
多

く
を
中
東
に
依
存
す
る
日
本
に
と
っ
て
、

私
た
ち
の
経
済
や
暮
ら
し
に
直
結
す
る
課

題
で
す
。

こ
う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
・資
源
供
給
の
脆

弱
性
を
踏
ま
え
、
政
府
は
２
０
２
６
年
４
月

２
１
日
、
「循
環
経
済
行
動
計
画
」を
決
定

し
ま
し
た
。
資
源
に
乏
し
い
日
本
が
、
国
内

に
あ
る
資
源
を
有
効
活
用
し
、
海
外
依
存

を
減
ら
し
て
い
く
た
め
の
具
体
策
を
解
説

し
ま
す
。

《循
環
経
済
（サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
）の

真
意
》

「リ
サ
イ
ク
ル
」と
い
う
言
葉
は
馴
染
み

深
い
と
思
い
ま
す
が
、
循
環
経
済
は
さ
ら

に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
考
え
方
で
す
。
使
い

終
わ
っ
た
製
品
を
資
源
と
し
て
再
利
用
す

る
だ
け
で
な
く
、
設
計
段
階
か
ら
、
長
く

使
え
る
こ
と
、
修
理
し
や
す
い
こ
と
、
再
利

用
し
や
す
い
こ
と
ま
で
見
据
え
、
で
き
る

だ
け
廃
棄
物
を
出
さ
ず
、
資
源
を
循
環
さ

せ
続
け
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
を
指
し

ま
す
。
こ
れ
は
単
な
る
環
境
対
策
で
は
な

く
、
産
業
競
争
力
を
左
右
す
る
新
た
な

ル
ー
ル
で
も
あ
り
ま
す
。

《世
界
の
資
源
争
奪
戦
と
日
本
の
課
題
》

今
、
世
界
で
は
資
源
を
め
ぐ
る
「国
家
間

の
囲
い
込
み
」が
激
化
し
て
い
ま
す
。

中
国
は
、
レ
ア
メ
タ
ル
な
ど
重
要
鉱
物
の

輸
出
管
理
を
強
化
す
る
一
方
、
巨
大
国
営

企
業
を
設
立
し
、
国
内
リ
サ
イ
ク
ル
網
の

掌
握
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｅ
Ｕ
も
、
電
子
機
器
の
輸
出
規
制
や
新
車

へ
の
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
義
務
化
な
ど
、

ル
ー
ル
形
成
を
通
じ
て
主
導
権
の
確
保
を

図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
は
、
蓄
電

池
や
半
導
体
の
需
要
が
大
き
く
伸
び
ま
す
。

し
か
し
日
本
で
は
、
再
利
用
で
き
る
資
源

の
多
く
が
海
外
へ
流
出
し
た
り
、
十
分
活

用
さ
れ
な
い
ま
ま
廃
棄
さ
れ
た
り
し
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

こ
う
し
た
「二
次
資
源
」を
国
内
で
い
か

に
確
保
す
る
か
が
、
日
本
の
勝
ち
筋
を
左

右
す
る
鍵
と
な
り
ま
す
。

《「不
適
正
ヤ
ー
ド
」問
題
と
法
改
正
の
意

義
》私

た
ち
の
身
近
な
問
題
と
し
て
、
金
属
ス

ク
ラ
ッ
プ
を
屋
外
に
大
量
保
管
す
る
「不

適
切
な
保
管
ヤ
ー
ド
」が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

で
は
火
災
事
故
や
盗
難
品
の
売
買
が
横
行

し
、
地
域
住
民
の
安
全
を
脅
か
し
て
き
ま

し
た
。

最
大
の
課
題
は
、
業
者
が
「こ
れ
は
ゴ
ミ

で
は
な
く
、
売
れ
る
資
源
（有
価
物
）だ
」

と
主
張
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
廃
棄
物
処

理
法
で
は
規
制
し
き
れ
な
か
っ
た
と
い
う

「法
の
空
白
」に
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
国
会
で
は
、
「廃
棄
物
処
理
法

の
一
部
改
正
案
」を
提
出
し
て
い
ま
す
。
こ

の
改
正
に
よ
り
、
た
と
え
有
価
物
で
あ
っ
て

も
、
使
用
済
み
の
金
属
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で

あ
れ
ば
廃
棄
物
と
同
様
の
「許
可
制
」の
対

象
と
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
悪
質
な
業

者
を
排
除
し
、
国
内
の
貴
重
な
資
源
が
不

正
に
海
外
へ
流
出
す
る
の
を
食
い
止
め
ま

す
。

《日
本
の
強
み
を
活
か
し
た
「資
源
自
立
」》

日
本
に
は
、
世
界
屈
指
の
金
属
製
錬
技

術
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
強
み
を
活
か
し
、
同

盟
国
な
ど
と
も
連
携
し
て
、
日
本
を
ア
ジ

ア
の
資
源
循
環
の
ハ
ブ
（中
心
地
）に
す
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

資
源
循
環
は
、
環
境
面
で
の
取
組
に
と

ど
ま
ら
ず
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
深
く
関

わ
る
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。

現
在
、
石
油
や
ナ
フ
サ
な
ど
石
油
関
連

製
品
の
安
定
調
達
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
国
内
に
目
を
向
け

れ
ば
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、
再
利

用
さ
れ
ず
に
焼
却
さ
れ
た
り
、
海
外
へ
流

出
し
た
り
し
て
い
る
資
源
も
多
く
あ
り
ま

す
。資

源
に
乏
し
い
日
本
だ
か
ら
こ
そ
、
今
あ

る
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
は
、
私

た
ち
が
強
み
を
発
揮
で
き
る
分
野
だ
と
考

え
ま
す
。

一
次
資
源
と
二
次
資
源
の
双
方
を
し
っ

か
り
活
用
し
、
日
本
の
強
み
を
生
か
し
な

が
ら
、
成
長
す
る
日
本
の
実
現
に
向
け
て

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

衆
議
院
議
員

持
続
可
能
な
資
源
国
日
本
へ

循
環
経
済
が
拓
く
国
家
戦
略



資料解説
衆議院議員 山本左近

山本左近の政治活動を支えるサポーターを募集しています。地元の未来を共につくる仲間として、ぜひあなたのお力をお貸し
ください。また、ポスターを屋内外に掲示いただける方がいらっしゃいましたら、事務所までご連絡ください。

是非あなたのお力を貸してください

日本を再び世界一の国へ

循環経済（サーキュラーエコノミー）とは？

開会中も土日は、地元で活動しています。気軽にイベントなどにお声かけください！

東幸校区の老人会総会に出席。
皆さんからの温かい激励に
パワーをいただきました。

国会の委員会のみならず、自民党本部で
行われる各種の部会や調査会で発言し、
皆さんの声を政策に反映させています。

毎月定例の早朝の清掃会で、皆さんと
一緒に豊橋駅周辺を清掃しました。
特にタバコの吸い殻が目立ちます。

ポイ捨てはやめて、ゴミは必ずゴミ箱へ！

【自律性】
・再生資源供給サプライチェーンの強靱化により、
再生材を質・量・コストの面で安定的に供給
・再生材需要の創出・拡大を起点とした市場形成

【不可欠性】
・日本の製錬技術等の優位性を活かし、同志国とも
連携し、日本をハブとする国際的資源循環ネット
ワークを構築

出典：環境省 ウェブサイトより
https://www.env.go.jp/council/content/i_02/000289230.pdf

許可制の対象
海外流出を防ぐ
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